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滅菌消毒業務実態調査 報告書  

（病院・有床診療所）  

※ 第2回滅菌消毒専門部会（平成17年3月18日）提出資料   



滅菌消毒業務実態調査報告書概要   

医療機関の中で行われている滅菌消毒業務の現状を把握するため、病院及び有床診療  

所あわせて360施設を対象にアンケート調査を実施した。  

1．病 院   

アンケート発送数302施設に対して232施設から回答があり、約8割程度が医療   

機関自ら滅菌消毒業務を実施している状況にある。（；‾3）  

○滅菌消毒業務の場所について   

病院の機能別に見た場合、一般病床及び療養病床を持つ病院は、主に中央滅菌材料室   

で実施しており、精神病床を持つ病院は、各病棟、外来の処置室等で実施しているの   

が多く見られる。（；‾4）  

○看護師の専任配置について   

病院の機能別に見た場合、一般病床を持つ病院は約5割程度、療養病床を持つ病院は   

約2割程度、精神病床を持つ病院は1割未満の病院が看護師を専任で配置している。   

（；‾6）  

○使用している主な機器について   

病院の機能別に見た場合、一般、療養、精神病床を持ついずれの病院においても、高   

圧蒸気滅菌器が整備されている。   

なお、一般病床を持つ病院は、その他に超音波洗浄機、乾燥機、エチレンオキサイド   

ガス滅菌装置を整備している病院が多く見られる。（㌻9）  

○滅菌済みの確認方法について   

病院の機能別に見た場合、一般、療養、精神病床を持ついずれの病院においても、科   

学的インジケーターを使用して滅菌済みの確認を行っている。   

なお、一般病床を持つ病院は、その他に生物学的インジケーターも使用している病院   

が多く見られる。（㌻10）  

○業務委託しない理由について   

病院の機能別に見た場合、一般、療養、精神病床を持ついずれの病院においても、委   

託費が高い、自施設で滅菌消毒の処理が可能であるとの理由が上位を占める。   

なお、精神病床を持つ病院は、取り扱う医療器材等が少ないことから業務委託するま   

で及ばないとする病院が多く見られる。（；‾12）  

2．有床診療所  

アンケート発送数58施設に対して45施設から回答があり、全て有床診療所自ら滅   

菌消毒業務を行っており、業務委託しているケースはない。（；‾14）  
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○滅菌消毒業務の場所及び職員の配置について   

中央滅菌材料室で行われている診療所もあるが、どちらかと言えば、外来処置室、診   

察室などで行われている診療所が多く見られる。   

また、滅菌消毒業務を行う職員は、外来などに勤務する職員が兼務して行っている診   

療所が多く見られる。（；‾14、15）  

○使用している主な機器について   

高圧蒸気滅菌装置が全ての診療所で整備されている。（㌻16）  

○滅菌済みの確認方法について   

理学的及び科学的インジケーターで行われている診療所が多く見られる。（；－17）  

○業務委託しない理由について   

取り扱う医療器材等の量が少ないとの回答が多く見られる。（；‾18）  
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医療機関自ら行っている滅菌消毒業務調査概要  

1． 調査対象   

・病院、有床診療所  

2． 調査対象選定方法   

・単純無作為抽出法  

3． 調査時期   

・平成17年1月1日現在  

4． 調査回収状況  

区  アントト発送数  回 答 数  医療機関自らが実施   

一般病床   159   129   9 6  

療養病床   61   46   4 2  

病院                      精神病床   64   44   39  

その他   18   13   12  

計   302   232   189   

有床診療所  58   45   45   

計  360   27 7   234   

※一般病床は、一般病床のみ及び療養、精神、結核等の一部を含む。   

療養病床は、療養病床のみ及び一般、精神の一部を含む。   

精神病床は、精神病床のみ及び一般、療養の一部を含む。   

その他は、一般、療養、精神病床の各病床が同規模程度。  

5． 調査内容  

一 別紙調査票  
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